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を用意できるように、邦楽器演習の授業を行っている。
「小中学校音楽の授業における箏の可能性」（菅
生・2008）１）（以後「第１弾」と称す）において、授業
実践からの検証・考察及び尺八、三味線、和太鼓など
箏以外の和楽器について、学校音楽への導入に関して
の所見を述べた。箏の特長（優れた特性）として、主
に五音音階であること、調弦が自由に設定、調整でき
はじめに
2002年実施の学習指導要領改訂以来、小中学校におい
て和楽器を用いた活動を積極的に取り入れることが促
されている。こうした教育現場の現状を踏まえ、本学
では学生が将来現場に出た時に、まず和楽器を１種類
でも扱うことができるように、また状況に応じた教材
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要　旨
2002年より施行された学習指導要領において、小中学校音楽の授業において和楽器の積極的活用が促されたこ
とを受け、本学の「邦楽器演習」では、学校現場での箏の活用方法と教育的効果について模索している。
本論では、「小中学校音楽の授業における箏の可能性」第２弾として、特に即興を含む創作活動、および物語
の音楽における箏の有用性について、「邦楽器演習」および「和の響きと日本文化」の実践例を通して論じる。
第１弾（菅生・2008）においても紹介した「名前呼びリレー」を発展させた学習、オルフ楽器と箏・リコーダー
による即興合奏、作曲、物語の音楽づくりなどの実践を通して、学生たちが感性を研ぎ澄ませ、教具としての箏
について理解を深めた成果についてまとめた。また、履修者の意識調査として簡単なアンケート調査を行い、結
果として概ね、箏での創作活動は特にメロディを作るのが簡単である、物語の音楽を作るのは伴奏作り、雰囲気
作りは簡単であるが、場面にふさわしい音色、奏法を追求するところが難しい、将来学校現場ではぜひ箏を授業
に取り入れたいなどの傾向にあるとわかった。
な授業づくりをしてほしいものである。
Ⅰ．箏の特長と創作活動
箏の特長として、音を出すことが簡単である、楽譜
のシステムが簡単であることが挙げられる。小中学校
の器楽活動では、上記２点は始めのハードルとなる。
「出来ないこと」「難しいこと」による不安や緊張が少
ないことは、生き生きとした活動へとつながり、心の
安定を得て感性（感覚的能力）が研ぎ澄まされるため
の大きな条件である。また、箏の基本的な調絃システ
ムが「五音音階」であることは、創作活動における最
大のメリットといえる。箏の五音音階の調絃は、倍音
列を効率的に使った形であり、互いに共鳴し合う。こ
れが響きの質、余韻の長さなどに影響し、味わい深い
効果をもたらす。
このように、音を簡単に出すことができ、五音音階
により美しい節（旋律）を作ることが出来る。また、
それを書きとめることにも苦労が少ないという上記の
特長により、箏は創作活動に非常に適している。「名前
呼びリレー」２）「伴奏形の作りやすさ」について第１弾
（菅生・2008）でも紹介したが、次章ではア）「名前呼
びリレー」の実践例をさらに詳しく述べ、イ）オルフ
楽器との即興合奏、ウ）作曲、エ）物語の音楽づくり、
についてそれぞれ実践例と活動を通して学生がどのよ
うに感じ取ったかを、授業回顧録も引用して述べる。
Ⅱ．創作実践例
ア）名前呼びリレー
「名前呼びリレー」は、導入や少ない時間数の授業
計画で達成感を得ることができる教材である。小中学
校において和楽器に充てることのできる時間数は、本
当にわずかである。必修の中では２～３時間できれば
かなりよい方ではないだろうか。しかし、たとえ１時
間しかなくても「名前呼びリレー」では箏の導入とし
てだけでなく、立派な創作活動として達成感を得るこ
とができるのではないか。
本学では音楽の教科専門科目としての邦楽器演習の
他に、教養教育における「和の響きと日本文化」とい
う授業でも箏の演習を行っている。いずれの授業にお
いても導入段階で、「名前呼びリレー」を必ず行う。
活動では、わらべ唄や民謡に用いられる民謡音階［図
１］を用いている。前週の授業時に「さくらさくら」
ること、またそれらのことによる創作活動の容易さ、
絃名譜がもたらす利点などについて簡単に紹介して述
べた。これら箏の特長は互いに密接に関連した事項で
あるが、このことが具体的な実践事例として有効に結
びつく場面として、創作活動、物語の音楽づくりを挙
げることができる。
そもそも改訂学習指導要領において、自国の伝統や
文化にもっと目を向けるように方向づけられているの
はなぜか。高度経済成長、バブル崩壊を経ても情報社
会のスピード化の中で、グローバル化というスローガ
ンのもと、先進欧米諸国に後れを取るなとひた走って
きた日本の姿に、疑問符がようやく打たれたことにほ
かならない。恵まれた四季の移ろいを繊細に感じ取り、
じっくりと味わう。わずかなニュアンスの違いを表す
言葉が生まれ、それらを歌に詠み、また旬の食材で季
節の膳を食す。このように、ゆっくりとした時間の中
で感性を開いていくということを現代人はどこかに忘
れがちである。子どもたちも同様である。豊かな感性
を育くむには、まずそれをくすぐるものに出逢うこと
が第一歩である。次に、「気づき」であるが、そのこ
とに共感する者がいることは、「気づき」を強化し自
ら認識を深めることにつながるだろう。つまり、美し
いものに出逢ったときに（なんだろうこの感じ…　→
先生が、「しっとりした音」と言い、友達が「羽布団
に包まれたような柔らかい感じ」と言う。 →　羽布
団か…もう少し温かい毛布かな？）という風に、言葉
では表現しづらい自己の感覚について目を向けていく
と考える。
本論では、学校現場において箏を活用した創作活
動・物語の音楽づくりが、細やかな感性に働きかける
活動をより容易に展開させることを、実践例を通して
論じる。これらの活動は、教育学部の学生にとって、
将来実際に小中学校の授業で行うことができる題材、
教材、授業案となりうるものであり、また教師の資質
を磨くべき現段階においても、効果的であると言える。
教育現場では教師自身がその題材についての深い共感
を持っていることが、何よりの発信力となる。現代の
大学生もスピード社会に育ってきたが、箏の活動の中
でその響きに新鮮な驚きを覚え、しみじみと感じ入り、
生き生きと活動している。一学期を通して箏に馴れ親
しんでいく中でしっかりと自分の経験とし、教壇に立
ったときには、児童・生徒の感性が刺激を受けるよう
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に対してかなり緊張して臨んでいる様子である。しか
し、上記にもある通り、この活動はまさに“アイスブ
レイク”を引き起こす。必ず、生き生きとした表情と
なり、演奏者それぞれの創作意欲が、内から湧き出て
くる様子がうかがえる。「楽しかった」「面白かった」
という単純だが「学び」において最も基盤となる感情
について、授業記録には多く記載されていることから
もわかり、また中には、大学生の自分たちでも夢中に
なるのだから、小中学生は大喜びだろう、と指導的立
場からの考察へと至る者もある。
イ）オルフ楽器との即興合奏
五音音階を用いた創作活動ではカール・オルフやル
ドルフ・シュタイナーの教育実践も有名である。名前
呼びリレーでは、短いが自作のフレーズを発表してい
くことは、創意をかりたて一人一人の豊かな個性を認
め合えることを認識する。次の段階として、箏にオル
フ楽器やリコーダーを合わせて、器楽の即興合奏を行
うことができる。シュタイナー教育で木琴のほかに一
音、二音の笛、さらにはペンタトニック（五音）の笛
を用いていることに倣い、リコーダーの指孔に２か所
セロテープを貼りペンタトニックに仕立て上げたもの
を使う。音程がわずかにずれることは否めないが、気
になるほどの差ではない。箏は五音音階で調絃される
ので日本のオルフ楽器として創作に適している、と尾
藤弥生（2001）３）も提案をしている。また、小学校より
最も身近な楽器としての地位があるリコーダーも、テ
ープを貼って五音音階の笛として使えることを知って
いただきたい。楽器は、臨機応変にさまざまな使い方
をすればするほど、活きてくるものである。リコーダ
ーは、小学校で個人の楽器としては初めに対面する楽
器であるが、身体的に未熟な者もいる小学３年生時に
指穴が上手く押さえられず、テストでの失敗をトラウ
マとして捉え、器楽嫌いやリコーダー恐怖症を招くこ
ともある楽器である。しかしこのような即興活動の中
で再びリコーダーに出会うことができたなら、今まで
リコーダーに対してあまり良い印象を持っていない児
童・生徒も、違う印象を持つ機会となるだろう。決め
られた楽譜ではなく、自由にどの音をどんなリズムで
演奏してもよいという場を与えられ、なおかつ自分が
出した音が他者のものと絡み合い、素敵な響きを作り
上げることを実感できれば、その達成感は大きい。
ここで、本学で実際に行って成果をあげた即興演奏
を演奏し平調子は経験してあるが、陰旋法の平調子よ
り民謡音階の方が明るく、わらべ歌などに用いられ、
身近な話し言葉の気分と抑揚に合っており、この活動
においてはより自然である。教養教育の方では、受講
生は音楽専攻学生とは限らない。楽譜をすらすら読め
ない者もいるが、この活動はのびのびと行っている。
慣れてくると、名前を呼び返事をするという一往復
ではなく、さらに短い会話を続け、２～３往復すると
さらに表情がついてくる。授業では、「好きな食べ物
何ですか？」「り～んご」、や、「元気？」「私は風邪を
ひきました、○○ちゃんは？」「馬鹿は風邪ひかな
い！」など、ユーモラスな内容が音を伴うことにより
さらに愉快な表情を持つ。学生の授業記録には、新鮮
な反応が率直に記録されている。
・言葉に音を（音に言葉を）つけるのが楽しかっ
た。（５名）
・自由に弾いてみても、ちゃんとそれらしく聞こ
えたので、すごいと思った。箏が思ったより自
分の思い通りになって驚いた。
・小学生、中学生も遊び感覚で喜ぶだろうし、教
材として適している（４名）。
・同じ言葉でも、毎回、するたびに違う音がでて、
面白かった。
・日常会話も音がつくだけで、だいぶ楽しくなる
と感じた（２名）、日常会話にも色々な音が隠
されていると感じた、音の高さや響きを変える
だけで全く違った雰囲気になるのが楽しかっ
た。
・人それぞれ言葉のイメージ・感じ方があるのだ
と思った。表現も様々になり楽譜はあくまで後
から出来たものなのだ思った。
・お箏の固いイメージが壊された。親しむのによ
い導入。アイスブレーキングな題材。
音楽専攻の学生であっても、箏をじっくりと演奏し
たことがある者はほとんどおらず、初めて触れる者も
いる。日本の伝統的楽器に対しては西洋楽器より“固
いイメージ”“扱い方が分からず抵抗がある”などの
印象を誰しも持っており、２回目までの授業では楽器
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図１　民謡音階（一＝D、壱越）
も急に周囲の音量が下がったので、また演奏に加わっ
て、一フレーズ演奏し、ディミヌエンドし続けていく。
最後はオスティナートを演奏していたオルフ楽器の担
当学生が２名、隣と息を合わせて、演奏を終了した。
細かい打ち合わせはされておらず、始まるときに、
学生の間で何気なく「右回りでだんだん入っていこう
か……」と声が上がっただけであった。
この合奏の成功にはいくつか理由がある。まず前時
に箏による名前呼びリレーや即興会話を楽しんでいた
学生は、個々が作り出すメロディの個性を敏感に感じ
取り、また自分の創作へ反映させたり、刺激を受けて、
工夫をしたりする学習モードにすでに入っていた。ま
た楽器の組み合わせについて、オルフ楽器＝叩く、
箏＝はじく、リコーダー＝吹くという発音方法や余韻
の違いが効を奏したと考えられる。同様に、棘のない
オルフ楽器の温かい音色と、雑味が味わいとして含ま
れる箏の素朴な音色、アルトリコーダーなどの柔らか
く持続する音、という音色や響き、余韻の特徴がこの
合奏を成功させたと考えられる。学生たちの授業記録
には次のように書かれている。
・鍵盤が取り外せるオルフ楽器は、構成音が決ま
っているので子どもでも戸惑わずに楽しめると
思う。箏との組み合わせは意外だったが立派な
アンサンブルになって驚いた。
・意外にもマッチしていて和洋折衷の響き（でも
一体化している）がとてもよかった。
・オスティナートの上で自由に楽器を鳴らすのは
思いの他楽しかった。そこには間違いは存在せ
ず、子ども（と大人も）は自分を最大限に解放
することができる。シュタイナーに５音の笛が
取り入れられる理由が解った。いつから、音楽
は間違えてはいけない芸術になったのか。
・なんとなく周りの空気を読んで自分の楽器を鳴
らしたり演奏をやめてみたりするだけで、不思
議な音の交差する空間が作られる。言葉では表
現しにくいが、気持ちが落ち着くような、高ぶ
るような複雑な思い。
・西洋楽器でも出来るが、音の微妙なずれも許容
してしまうのは和楽器にしか出来ない。
・箏だけの即興演奏もすぐできるが、オルフ楽器
や他の楽器を混ぜて、すぐに合奏できてしまう
ことに感動した。
の様子を具体的に紹介する。まず、オルフのオスティ
ナート法に従い、大きめのザイロフォーンでリズムの
オスティナートを演奏する。例えば図２の譜例のよう
なリズムである。
４分の４拍子で２小節を単位とし、バス・オスティ
ナートにのせて、好きなリズムでフレーズを作る。オ
ルフの合奏法を律儀に取り入れる方法もあるが、箏、
リコーダーなど異種の楽器が混合している合奏なの
で、一人ひとりが自由に即興を繰り返していても、ミ
ックスしたサウンドの中に、個性があり、演奏しなが
らも十分にその響きを味わうことができた。写真［図
３］の合奏を行ったときは、わずか90分の間に、初め
てオルフ楽器を演奏した学生たちが、最後には全員が
参加する即興作品を、相談もなしに演奏するに至った。
それは、次のように行われた。
まずバス・オスティナートに始まり、ザイロフォー
ンが即興演奏で加わる。次にメタルフォーン、箏、リ
コーダーの順にだんだん加入し、楽器の数により自然
にクレシェンドしていく。全員が参加したところでさ
らに周りを確認しながら頂点のダイナミクスを楽し
み、しばらくしたら入ってきた順番と逆にリコーダー
が演奏をやめ、つづいて箏の何人かが弾き止めた。周
りの音が少なくなったので、そろそろ止めようかと、
周囲を見渡して、演奏を終える者がいる。ザイロフォ
ーンの学生がいったん演奏を終えていたが、あまりに
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図２　オスティナートのリズム例
図３　オルフ楽器、箏、リコーダーの合奏風景
でなく、即興したパッセージをつなげたりまとめたり
して作曲をする活動へもつなげられる。
「和の響きと日本文化」では、名前呼びリレー、会
話での即興活動で、自由自在にふしを作っていた様子
だったので、作曲に発展させた。作曲というと難しく
考えがちであるが、箏での即興演奏の延長と捉え、ま
ず楽器で音を鳴らしてみて、気に入った音の並びをメ
モしてゆくという方法が好ましい。実際にこの授業は
音楽以外の専攻生も受講しているが、音楽専攻生のほ
うが初めは難しくとらえて五線譜とにらめっこをして
いた。
前時に３人で１面の箏を演奏する『泉』４）を学習し
ている。『泉』の曲の構成は、
………………………………………………………………
mm.１～２：Ⅲパートによる前奏
mm.３～４：Ⅰパートが２小節の主題を提示
mm.５～６：Ⅱパートが同じ主題を追いかける（オク
ターヴ上）
mm.７～10：主題の一部（2拍）による動機を、Ⅰ・
Ⅱパートが問答形式で繰り返し、展開を
見せる。
mm.11～14：展開部分、曲のクライマックス。
………………………………………………………………
という、単純なものになっている。これを模倣したメ
モシート［図５］を配布し、３人１組になって活動した。
次年度に、響きが持続する楽器としてトーンチャイ
ムを取り入れて演習をおこなった。結果は、メタルフ
ォーンと、トーンチャイムが同時に多数演奏されると、
余韻が長く響きの多いサウンドになる。一方素朴さに
は欠け、人数が多いと個の良さが打ち消される傾向に
あり豊か過ぎる響きは飽和状態に近くなってしまうと
いうことがわかった。結果的にいえば、ザイロフォー
ンと箏の組み合わせは非常に素朴であり、個々の即興
演奏が「個」としても「合奏」としても生きることに
なるだろう。
「邦楽器演習」の学習効果として、学生たちが即興
しやすい、技術的に簡単で心理的ハードルが低い、な
おかつ響きが美しい、他の楽器との相性が良い、など
の面について、新鮮な驚きや感動をもって理解したこ
とは大きな成果である。教師自身が題材に感動をもっ
ているということが、様々な現場状況に応じた効果的
な授業づくりを展開させる源となるだろう。期末のレ
ポートにおいては、箏とオルフ楽器との合奏について、
現場でどのように使えるか次のような提案がなされて
いる。
・限られた時間の中でスムーズに行うには、また、
子どもは「上手く演奏したい」「練習してから
やりたい」と思うので譜例を書いたカードを用
意し子どもが引き、楽器の演奏順もじゃんけん
などで決めて、２回目は順番を変えるとよいと
思った。
・それぞれの楽器の働きを音によって分けて考え
るなど、グループ学習をさせても面白いコンセ
プトで表現する班が出てくると思う。
・箏が学校に２～３面しかなくても、そこに児童
が並び順番に弾いていく。一人８拍、最初と最
後は必ず七の糸にする、などの簡単なルールで
リレーするだけで、ひとつの曲になるだろう。
教師がオスティナートの伴奏づけや、和太鼓で
拍をとるなどすると、より曲らしくなって良い
かもしれない。
ウ）作曲
３人１組での演奏［図４］が、効果的である点につ
いては第１弾（菅生・2008）で述べた。Ｉパートは主
旋律、Ⅱパートは合いの手、Ⅲパートは、ベースライ
ンの伴奏、オスティナートなど、と各パートの役割や
音色の違いが理解できると、既存の曲を演奏するだけ
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図４　３人での演奏位置
図５：学習シート「箏でオリジナル曲をつくろう」
Ⅰ　 Ⅱ　 Ⅲ Ⅰ　 Ⅱ　　　　　Ⅲ
この活動では、ある程度形式のととのった曲は作成
できたものの、型にはめる、モチーフの一部をさらに
使って展開させる、など、作曲法にのっとらなければ
ならないと捉えてしまったのか、壁にぶつかったグル
ープが多くみられた。それまでの創作心の自由さが途
端に失われたようであった。
これに反省をうけ、次の時間には形式にはとらわれ
ずに短い曲を作る活動とした。また、前時には民謡音
階に調絃してあったが、琉球音階でやりたいという学
生の要望に従い、図６　ａ.ｂ.の二つの音列で調絃を
行った。
ａの調絃は、平調子や民謡音階にならい、五音音階
の構成音をできるだけ多くならべ、一の糸には属音の
ような効果をもたらすベース音を充てたものである。
こうすることで、一、二の二つの音だけでもオスティ
ナート伴奏が可能であるし、他の音は互いに響き合っ
て箏自体の音色が深く、豊かになる。一方、bの調絃
例は、『てぃんさぐぬ花』５）のものであるが、前時に
この曲を学習した際に使用した調絃がそのまま残って
いたものを、学生たちは利用したのである。考察して
みると、音階の固有音以外にもメロディの派生音とし
て２度音程の音が間に入った音列になっているが、こ
ちらのほうが創作しやすい様子であった。ａの調絃で
は、『さざ波』というタイトルの静かな海の様子を描
いた曲が仕上がった。ｂの調絃では、図７に掲載した
静と動の２部構成になった『さとうきびドリーム』が
作曲され、その完成度の高さに受講生も私自身も惹き
こまれた。学生たちの授業記録にも、難しいと思って
いたがやってみると意外に出来たことに、達成感を抱
いている様子が解る。音階の力も実感した様子がうか
がえる。
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図６　琉球音階での調絃例
琉球音階　a．
琉球音階　b．
図７　『さとうきびドリーム』～沖縄の風にのせて～
『さとうきびドリーム』第２部～めんそーれ沖縄～
・箏は何番と何番を組み合わせても不協和音にな
らないので気軽に曲を作れると思った。
・沖縄音階で作った曲は、α波が出てきそう。そ
のままオルゴールにしたい。音階が違うと、こ
んなに雰囲気が違うのかと驚いた。
・曲作りは、最初はすごく難しいと思っていたけ
れど、やってみると楽しくなってきました。
エ）物語の音楽つくり
箏の豊かな響きが日本古謡の情緒を自然に醸し出す
ことについては、前著でも述べた。『かさじぞう』６）の
活動の成果の一例も同様に前述したとおりだが、次年
度の受講生たちにおいても、成果を出している。そこ
で、発展的学習として、小学校４年生、１年生、２年
生の教科書(教育芸術社)にそれぞれ掲載されている
『つるのおんがえし』、『おむすびころりん』、『ないた
あかおに』についても、箏による楽譜を作って発表す
る取り組みを行った。
『かさじぞう』では、繰り返される伴奏形がまるで
雪がしんしんと降る様子を描いているようであった
が、これは物語の場面設定を明確に行う。それだけで
なく物語を通して背景に横たわる時間の流れ方のよう
なもの、笠が売れず重い足取りで御爺さんが歩く様子、
季節も生活も厳しい様子などが、箏の響きと単純なオ
スティナートによって（むしろ単純だからこそ）あり
ありと描かれるのである。
『つるのおんがえし』［図８］の創作では、箏１面
を３人で演奏するもの、また箏２面を用いるものなど
の作品が生まれ、締め太鼓や拍子木、リコーダーなど
を取り入れた編成となった。興味深いのは『かさじぞ
う』における「雪が降る様子」を倣った背景に漂う流
れとして「機織りの音」を模倣する効果音が取り入れ
られたことである。２番目に掲載した作品では、間奏
に教科書掲載のメロディを取り入れ、教材の関連性を
持たせてある。他の２作品においても間奏が創作され、
どの作品も小学生が取り組めるように単純な音運びと
なっていることに注目したい。『ないたあかおに』［図
９］ではメロディ２音に対して１音だけ箏で演奏し、
小学生用に工夫した編曲となっている。
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図８　『つるのおんがえし』 ３作品
これらの活動を通して、学生たちが箏の可能性を十
分に理解し、対象を考慮した教材作成を試みているこ
とが作品からも、また授業記録からもうかがえる。
・物語の雰囲気や様子、世界観が箏によってより
表現しやすくなる、増長されると思った。
・箏は１面あるだけで旋律とＢＧＭが両方でき
る。
・箏をＢＧＭのように使ったが、それだけで日本
の冬の情景が浮かんだ（かさじぞう）。多分ピ
アノで同じことをやっても、こうはいかないだ
ろうと思った。
・ナレーション部分、間奏、伴奏の装飾など工夫
を施す箇所がたくさんあり個性が出る。
・箏に触れて間もない私たちでも音の工夫ができ
ることに驚いた。現場で使えると思う。
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図９　『ないたあかおに』
が最も多く、「名前呼びリレー」や「オルフ楽器との
合奏」と続いた。難しいと感じた理由については、物
語の音楽に合うように作るのが難しい、調絃が同じだ
と似たような曲になる、などコメントされている。ま
た難しいと感じた者においても＜箏での創作は楽しか
ったか＞の問いでは楽しかったとの回答が多く、37名
中、５段階の１（楽しい）：27名、２：５名、３：３
名となっており４、５は０である。
＜物語の音楽つくりは簡単だったか＞の問いには、
１（簡単）：３、２：８、３：９、４：14、５：１
とやや難しかったという回答が多いが、理由は「物語
の場面、歌詞に合う音作りや奏法を探すのが難しかっ
た」というもので音楽的に高度な取り組みを行ってい
たことがうかがえる。簡単だった理由は、「同じ伴奏
形で雰囲気が出る」「西洋音楽の和声ルールに捉われ
ず作れる」などがある。＜箏で演奏することでより効
果的だと思うこと＞の問いには、日本の曲がより日本
らしくひきたつ、日本文化・精神の理解、昔話に味が
出る、などが挙げられた。
＜箏を小中学校の現場で使ってみようと思うか＞の
問いには、１（思う）：22、２：10、３：５、４：０、
５：０となり、実践してみたい内容で最も多いのは
「３人で１面の箏を使う簡単な曲」、他はほぼ同数で、
「歌、リコーダーと一緒に」、「創作活動（オルフ楽器
など）」、「日本民謡（こきりこ節、八木節）」、「物語の
音楽」が挙げられた。
このアンケートは、箏を演奏すること全般を含め
た簡単な意識調査だったため、ある程度の動向は掴め
たが、難しさ、簡単さ、面白さなどの自己評価につい
て、どの点についてそう感じたのか明確にならないと
ころもあった。今後さらに細目別のアンケートを行う
ための予備調査ともいえる結果となり、課題が残され
る。
結　び
本論では、ア）名前呼びリレー、イ）オルフ楽器と
の即興合奏、ウ）作曲、エ）物語の音楽づくり、につ
いて本学「邦楽器演習」および教養教育の「和の響き
と日本文化」における実践例をもとに、箏が創作・物
語の音楽づくりに大変有用であることを述べた。授業
に参加した学生たちは皆、はじめは箏という楽器に慣
れ親しんでいたわけではない。しかし、15回の授業を
物語の音楽づくりとしては他にも、地域の民話や昔
話に音楽を作って発表をするという活動を行った。こ
ちらは各グループで題材を選択し、歌になりうるとこ
ろの歌詞づくりから始め、曲やナレーションの伴奏も
つくるというもの。シナリオ書き、作曲から音楽監督
まですべてを自分の手で行う総合芸術への試みと言
え、ワーグナーの楽劇に通じるものがある。題材にし
たのは『ぶんぶく茶がま』、『だるまの神様』、『キツネ
とタヌキのばけくらべ』などで、図10、図11にあるよ
うに楽譜らしきものはなくても、メモ書きのようなも
ので、演奏することができた。
Ⅲ．学生の意識調査アンケート
これまで創作・物語の音楽について実践例を通して
箏の有用性および学習の成果を述べてきたが、履修者
自身はどのように捉えているのかを探るため、過去３
年間４学年の「邦楽器演習」「和の響きと日本文化」
の履修者（音楽専攻生）にアンケート調査を行った。
回収数は計37名分、形式は質問に対して５段階の自己
評価と評価の理由付け、評価対象の内容を記述式で行
うものである。
＜創作について箏だと簡単だと感じたか＞の問いに
５段階で１（簡単）：５名、２（やや簡単）：10名、
３：７名、難しいと感じたものは４、５の計９名であ
った。また、簡単だと感じた内容は「メロディ作り」
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図10 『ぶんぶく茶がま』
図11 『キツネとタヌキのばけくらべ』
そもそも創作に適しているが、箏を用いて、題材に日
本のわらべうたや遊び歌、昔話の音楽作りなどを取り
入れることにより、日本の情緒を味わうことができた
り、音色について深く感じたり工夫したりすることが
可能となる。忙しい現代社会に生きる子どもたちの心
は、スピードに乗り遅れてはいけないといつも急いで
いる。ゆったりとした時間の中で細やかな感性に働き
かける活動は、実は今もっとも求められているものの
一つではないだろうか。
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（すごう　ちほ）
通して、ただ慣れただけではなくその響きに魅せられ、
箏という楽器を用いて様々なことが出来ることに驚
き、最終的には物語音楽を創作する、作曲をする、教
材を編曲するなど自分なりに活用することができるよ
うになった。音楽のような実技教科の場合、その特性
を頭で理解しただけではなかなか自分で授業を行うま
でには至らないと筆者は考える。自分の心で共感し、
表現し、操作する苦労を体験することで、実践力を養
うことができると考える。アンケート調査の結果から
も、箏での活動を楽しい、面白い、素敵な音が出ると
感じ、個性豊かな節づくりや、物語の場面に合ったよ
りよい音探しを行った学生たちが、将来、小中学校の
現場においても箏を授業で何らかの形で使っていきた
いと感じていることが考察される。
学校現場において、和楽器を用いた授業の展開が求
められている今、現場教員は伝統的な日本音楽の教材
を扱わなければならないと思いこみがちではないだろ
うか。しかし、一足飛びにそう考えるとハードルが高
くなるだろう。筆者は日本音楽の良さを味わうために
もまず楽器に親しみを持つことで、その入り口に立つ
ことが出来ると考える。そして、本論の実践例が語る
ように箏はそれを様々な形で可能にする。五音音階は
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